
インターネットの利用

レポート等成果物の
回収・評価・返却

ＩＣＴ活用場面

準備するもの

○教師は、生徒が作成したレポートをTeams上で回収でき、回収
や提出状況の確認等に使う労力を減らすことができる。また、提出
期限の設定や、提出された日時の記録も容易である。

○教師は、提出されたレポートにコメントや点数等を入力して、生徒
にフィードバックすることが容易にできる。

○生徒は、課題内容の把握や課題の提出、評価の確認すべてを
Teams上で行うため、データを活用した学習の振り返りが容易
である。

ＩＣＴ活用のメリット

１.Teamsを開き、課題のタブを開く。

２.課題のタイトル、期限、添付ファイル等

を設定し、課題を配信する。

3.生徒は、課題レポートを作成し、

Teams上で提出する。

4.提出された課題をチェックし、

コメントと点数を入力して、

生徒にフィードバックする。

5.返却された教師からの評価を、

生徒が確認する。

活用の手順

紙媒体で回収すると膨大になるが、Teams上で管理できる点のメ
リットが大きい。生徒へのコメント入りのフィードバックも可能であり、
評価をする上でも利点が多い。

教師の振り返り
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課題レポートは
データで提出・管理
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